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当第2四半期中における菓子・食品業界は、原材料価格
の高騰や企業間競争の激化、食料品の相次ぐ値上げによる
消費マインドの足踏み傾向など、厳しい状況が続きました。
このような環境の下、当中村屋グループは「中期経営計
画2015-2017」に掲げた中期ビジョン「事業構造改革によ
る現状打破を実行し、収益体質の強化と成長軌道への転換
を図る」を実現するため、『選択と集中』の視点から、成長
マーケットへの積極展開と経営効率の向上を推進しました。
以上のような経過の中、当第2四半期累計期間の連結売
上高は15,939百万円 前年同期比453百万円の増収とな
りました。利益面では、ローコスト施策を積極的に推進した
結果、営業損失は1,114百万円 前年同期比153百万円、
経常損失は1,075百万円 前年同期比124百万円と、それ
ぞれ改善しました。親会社株主に帰属する四半期純損失は
繰延税金資産の影響から776百万円 前年同期比336百万
円の減益となりました。

新たな価値を創造し、
健康で豊かな生活の実現に貢献する。

個人の価値観が多様化し目まぐるしく変化する市場、原
材料価格や人件費等の上昇、人口減少により縮小する国内
市場など、企業を取り巻く環境は厳しい状況が続くことが予
想される一方、シニア層やインバウンド市場の拡大といった
新たな事業機会も生まれています。
このような環境変化に対し、当中村屋グループは、お客様
や市場のニーズを的確に捉え、今後の成長が期待される
マーケットにおいて中村屋の強みを生かした商品・サービス
を提供することで、成長軌道への転換を図ります。あわせて、
『選択と集中』の徹底により経営資源の集中化・重点化を
推進し、収益体質を一層強化します。さらに、事業拡大に向
けた投資や保有資産の有効活用を図り、今後の持続的成長
に結びつけます。
株主の皆様におかれましては、引き続き一層のご理解と

ご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

経営環境と成果の報告 今後の取組みについて

経営理念 

代表取締役社長

株主の皆様へ
株主の皆様におかれましては、日ごろより格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
6月に就任いたしました鈴木達也でございます。「中期経営計画2015-2017」の実現に
向け、リーダーシップを発揮し全力で取り組む所存でございます。何卒、ご支援、ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。
ここに中村屋グループ第95期第2四半期（平成27年4月1日から平成27年9月30日まで）
における事業の概要をご報告申し上げます。

トップメッセージ
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連結売上高 連結経常利益又は損失 親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失

一株当たり当期純利益又は四半期純損失 純資産／総資産 一株当たり純資産

◆	��増収も、繰延税金資産の影響から、減益となりました。当第2四半期のポイント

業績ハイライト
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業務用食品では、ファミリーレストラン、カフェ、ファストフード、給食な
どに向けて調理用ソース、スープのメニュー提案を積極的に実施しまし
た。また、新規取引先獲得に向けて、カレーの導入に取り組みました。
市販食品では、4月にレトルトカレー発売以来初となる価格改定を実
施しましたが、大きな影響なく推移しました。また、近年好調の麻婆豆腐用ソースも順調に推移しました。6月には、
話題の中華ソース「怪味ソース」を当社ならではの調理技術でアレンジし、発売しました。

売上高3,484百万円（前年同期比0.2％減）

売上高構成比

21.9%

本格四川 怪味シリーズ

天成饅

花の色よせ

菓子事業では、新発売や改良発売に積極的に取り組みました。
パックデザート類では、ギフト商品を新・改良発売することで品揃え

を強化しました。
贈答菓子類では、ナッツや果実を練り込んだ餡をふんわり食感のダ

コワーズ生地とサクサクのパイ生地で挟んで焼き上げた「トロワーズ
ぱい」を新発売したほか、主力贈答品の品質改良を行いました。なお、

売上高9,764百万円（前年同期比0.1％減）

売上高構成比

61.3%

昨今の原材料、包装資材等の値上がりの吸収が困難となり、9月より一部商品の価格改定を実施しました。
土産販路では、「東京ショコラトリー」ブランドにおいて新たな常設売店を獲得しました。また、羽田空港では「新宿カ

リー煎餅」の催事販売を展開しました。
中華まんじゅう類では、主力商品の改良を行い、商品力の一層の強化を図りました。百貨店・駅ビル販路では、原材
料にこだわり、旨み、風味を向上させた「天成肉饅」「天成餡饅」を発売しました。コンビニエンスストア販路では、生産設
備の見直しに取り組み、より肉の食感を楽しめるよう仕立てた「ジューシー肉まん」などを発売しました。
新宿中村屋ビル内の「スイーツ＆デリカＢ

ボ ン ナ
ｏｎｎａ新宿中村屋」では、店内製造の菓子、カリーパンや総菜など、出来立

ての商品を中心に提供しました。
また、黒糖菓子専門店「九

く
六
ろ いち
八
や
」、月餅専門店「円

えん
果
か
天
てん
」、和風デザート専門店「Ｉ

イッスイ  
ＳＳＵＩ」では、新・改良品や季節限定

商品を発売し、帰省・手土産の品揃え強化に努めました。

事業別概況
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売上高1,586百万円（前年同期比14.1％増）
「オリーブハウス」「インドカリーの店」では、既存商品の磨き上げや
新商品開発に取り組み、グランドメニュー改訂や季節フェアメニュー
の提案をするとともに、心のこもったサービスを通じて、お客様満足の
向上を図りました。また、6月にオリーブハウス「梅田店」を、9月に「新
宿髙島屋店」「川越アトレ店」をリニューアルオープンしました。
新宿中村屋ビル地下2階「レストラン＆カフェ Ｍ

マ ン ナ
ａｎｎａ新宿中村屋」

では純印度式カリーを中心とした伝統のメニューを、8階「レストラン
Ｇ
グ ラ ン ナ
ｒａｎｎａ新宿中村屋」では “中村屋流”多国籍料理を提供しました。

売上高構成比

9.9%

リッチセット（デミグラスソースのオムライス）

中村屋
純印度式カリー

新宿中村屋ビル

不動産賃貸事業では、笹
塚NAビルにおいて、快適な
オフィスビル空間を提供す
ることで満室稼動を維持し
ました。また、昨年10月に
開業した商業テナントビル
「新宿中村屋ビル」では、10
フロアのうち7フロアを賃貸
事業として運営しました。

売上高669百万円
（前年同期比57.8％増）

売上高構成比

4.2%
スポーツ事業では、会員制スポーツクラブ「NAスポーツクラ
ブA－1」において、健康への寄与を追求し、顧客ニーズに応じ
た多様なメニューの開発・導入を行いました。また、6月には小
型フィットネスジム「NAスポーツクラブA－1EXPRESS西永福
店」を新規に開店させるなど、積極的
な事業展開に取り組みました。

売上高437百万円（前年同期比5.7％増）
売上高構成比

2.7%

A-1スタジオレッスン

A-1EXPRESS
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四半期連結貸借対照表� 　（単位：百万円） 四半期連結損益計算書� 　（単位：百万円）

科　目 当第2四半期
（平成27年9月30日現在）

前第2四半期
（平成26年9月30日現在）

前期
（平成27年3月31日現在）

資産の部

流動資産 10,536 10,300 9,143

固定資産 30,470 30,215 30,624

　有形固定資産 23,962 24,443 24,075

　無形固定資産 265 129 247

　投資その他の資産 6,243 5,644 6,303

資産合計 41,006 40,515 39,767
負債の部

流動負債 9,481 10,383 6,562

固定負債 9,293 8,685 9,620

負債合計 18,774 19,068 16,182
純資産の部

株主資本 20,815 20,796 22,156

　資本金 7,469 7,469 7,469

　資本剰余金 8,032 7,837 8,028

　利益剰余金 5,548 5,764 6,916

　自己株式 △ 235 △ 275 △ 258

その他の包括利益累計額 1,417 651 1,430

　その他有価証券評価差額金 1,481 966 1,496

　退職給付に係る調整累計額 △ 64 △ 315 △ 66

純資産合計 22,232 21,447 23,585

負債・純資産合計 41,006 40,515 39,767

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

科　目
当第2四半期
平成27年4月  1日から（ 平成27年9月30日 まで）

前第2四半期
平成26年4月  1日から（ 平成26年9月30日 まで）

前期
平成26年4月  1日から（ 平成27年3月31日 まで）

売上高 15,939 15,486 41,592
売上原価 9,961 9,786 25,003
　売上総利益 5,978 5,700 16,588
販売費及び一般管理費 7,092 6,967 15,821
営業利益又は損失（△） △ 1,114 △ 1,267 768
営業外収益 70 84 213
営業外費用 31 17 45
経常利益又は損失（△） △ 1,075 △ 1,199 935
特別利益 0 0 2
特別損失 27 54 104
税金等調整前当期純利益又は四半期純損失（△）△ 1,102 △ 1,253 833
法人税、住民税及び事業税 36 38 76
法人税等調整額 △ 362 △ 851 46
当期純利益又は四半期純損失（△） △ 776 △ 440 711
親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △ 776 △ 440 711

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

四半期連結キャッシュ・フロー計算書	 （単位：百万円）

科　目
当第2四半期
平成27年4月  1日から（ 平成27年9月30日 まで）

前第2四半期
平成26年4月  1日から（ 平成26年9月30日 まで）

前期
平成26年4月  1日から（ 平成27年3月31日 まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 1,706 △ 1,763 1,332
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 78 △ 1,165 △ 3,145
財務活動によるキャッシュ・フロー 1,972 2,561 1,810
現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 2 7 32
現金及び現金同等物の増減額 186 △ 361 29
現金及び現金同等物の期首残高 1,505 1,476 1,476
現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 1,691 1,116 1,505
（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

連結財務諸表
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大粒あられ3種は
生地の火どおりを良くし、
よりサクサクに！ サラダは
白醤油を加えて
コクと旨みが
アップしました。

シンプルなお米の味わいとサクッとした
食感で、「食べ始めたら止まらない」と
いう常連のお客様もいらっしゃいます。
私のお薦めは何といっても
「黒豆かきもち」。口いっぱいに広がる
黒豆の香ばしさがたまりません！

このコーナーでは「中村屋ならではのモノ・コト」や「中村屋の今」にスポットを当て、その詳細に迫ります。

米菓「こがねはずみ」
「こがねはずみ」は、米風味豊かな国産もち米のみを使用し、香ばしい北海道産黒豆や
九州有明産海苔などこだわりの素材でその味を引き立てた、“米を味わう”お菓子です。
5種類のあられやかきもちは個包装で食べやすく、ご贈答はもちろん、ご自宅用としてもお楽しみいただけます。
おかげさまで発売15周年。さらなる美味しさとその訴求を目指して、今年リニューアルを行いました。

●米の風味と食感を味わう“粒ぞろい”な5種

【取り扱い店舗、
商品のお問い合わせ先】
お客様サービスセンター 

0120-370-293 
受付時間9：00～17：30

（元日を除く毎日）

【新宿中村屋通信販売】
電話 0120-147-768 
営業時間10：00～17：00

（日・祝日・年末年始除く）
FAX 0120-811-768 
24時間受付

本醸造たまり醤油と
九州有明産海苔を使用

大粒あられ 
のりしょうゆ

まろやかで旨みのある
淡路島の藻塩を使用 

大粒あられ サラダ

熟成蔵出し
黒みりんを使用

大粒あられ 
しょうゆ

パッケージ改良ポイント
稲穂をイメージしたシンプル
なデザインで、中のあられやか
きもちが見やすくなりました。

北海道産黒豆を使用した
塩味のかきもち

黒豆かきもち

甘口の本醸造たまり醤油と
九州有明産海苔を使用

のりかきもち

CLOSE UP!!   中村屋

お歳暮特集実施中！ 対象商品、送料無料
承り期間：2015年12月25日（金）17時まで

まろやかな
味わいに
なりました。

インターネット http://www.nakamuraya.jp/
新宿中村屋オンラインショップ

商品担当者
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概要

創 業 明治34年12月30日
設 立 大正12年4月1日
資 本 金 74億6,940万円
営 業 内 容 �各種和洋菓子・パン・その他食料品

の製造、販売ならびに飲食店の営業
従 業 員 数 819名
（上記の他臨時従業員が期中平均959名おります。）

住　所：東京都新宿区新宿三丁目26番13号
e-mail：webmaster@nakamuraya.co.jp
U R L ： http://www.nakamuraya.co.jp

〈お問合せ先〉総務・法務部
電　話： 03-5454-7111

株式の状況

発行可能株式総数 199,044,000株
発行済株式の総数 59,762,055株
（注）自己株式110,054株が含まれております。

株 主 数 9,585名
（注）前期末に比し148名増加いたしました。

大株主（上位10名）
株主名 持株数（千株）

中村屋取引先持株会 5,459
株式会社みずほ銀行 2,909
三井不動産株式会社 1,800
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,562
日本製粉株式会社 1,301
株式会社三菱東京UFJ銀行 1,151
日東富士製粉株式会社 1,110
豊通食料株式会社 1,100
株式会社りそな銀行 1,000
みずほ信託銀行株式会社 957

株主メモ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月３１日まで
配当金受領株主確定日 毎年３月３１日
定時株主総会 毎年６月
単 元 株 式 数 1,000株
公 告 方 法 電子公告により掲載。ただし電子公告を行えな

い事由が生じたときは日本経済新聞に掲載。
株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号

みずほ信託銀行株式会社
同事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

証券会社に口座を�
お持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先 お取引の証券会社
となります。

〒168-8507 
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行 証券代行部

電話お問合せ先 0120-288-324

役員

（注）取締役荒井英夫氏は社外取締役であります。監査役原秋彦・山本光介の両氏は社外監査役であります。

代表取締役社長 鈴木 達也 取締役相談役 染谷 省三 監 査 役 山本 光介
取締役兼専務執行役員 小林 政志 取 締 役 荒井 英夫 執行役員 小田川 聡
取締役兼専務執行役員 小林 　恒 常勤監査役 本間 忠男 執行役員 大野 正美
取締役兼常務執行役員 二本松 壽 常勤監査役 吉岡 修一 執行役員 伊賀 義晃
取締役兼執行役員 佐良土 理文 監 査 役 原 　秋彦 執行役員 鈴木 克司

表紙の写真	 �「こがねはずみ」～おかげさまで発売15周年～
サクッとした食感とお米の風味をお楽しみいただける本格米菓です。素材から製
法までこだわった5種類のあられとかきもちを個包装にして詰合わせました。

●本報告書の商品写真はイメージです。

金融機関 24.3％
14,534,958株

証券会社 0.4％ 
215,126株

その他国内法人 27.1％
16,215,340株

外国法人等 1.7％ 
1,007,632株

株式数
（59,762,055株）

個人・その他 46.5％
27,788,999株

所有者別株式分布状況

※「個人・その他」には自己株式
（110,054株）が含まれており
ます。

会社概要
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